
 

 

 

 

(JSCTR-ESN.11-03) 

 

臨床研究を成功に導くためには、立案した研究、実施方法、結果を正確にわかりやすく伝える技術が不可

欠です。いかにすばらしい研究を思いついても、その内容を正しく第三者にドキュメントで伝えることが

できなければ、誰もその研究の価値を評価できません。討論、プレゼンテーションとは異なり、ドキュメ

ントだけで読者にメッセージを正しく伝えるには、ライティングの技術が必要です。今回の教育セミナー

では、まず基礎となるドキュメント作成の技術をお示しし、つぎに応用編としてプロトコールライティン

グのこつを解説します。 

 

日程 ： 2011 年 4 月 14 日（木）13：30～16：40（開場 12：30） 

会場 ： 東京大学薬学部講堂（薬学系総合研究棟 2 階） 

定員 ： 100 名 

参加費： 正会員・学生会員・賛助会員 3,000 円、非会員 5,000 円  
 

 
 

司会 吉田浩輔（アステラス製薬株式会社 開発本部 臨床管理部） 

13：30   はじめに 

13：30～15：00 「基礎編 ドキュメント作成の技術」 
（グラクソ・スミスクライン株式会社 開発本部） 

青木浩之 

15：00～15：10  休憩 

15：10～16：40 「応用編 プロトコールライティングのこつ」 
（アラメディック株式会社、東京大学大学院医学系研究科 非常勤講師） 

林 健一 

 お問い合わせ 
一般社団法人日本臨床試験研究会 事務局 

TEL：03-5256-7475 FAX：03-5256-7480 

e-mail： staff＠j-sctr.org 

Website ： http://www.j-sctr.org/  
 

日本臨床試験研究会 教育セミナー 

「臨床研究のためのメディカルライティング講座」 

プログラム 

 


